
伏
屋
素
狄
（
一
七
四
七
’
一
八
二
）
に
つ
い
て
は
、
三
木
栄
先

生
、
中
野
操
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
研
究
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
て
い
る
。

素
狄
の
主
著
『
和
蘭
医
話
』
や
実
験
記
録
中
に
み
え
る
多
く
の
生

理
学
的
な
研
究
は
刑
死
体
の
解
剖
と
、
実
験
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
当
時
の
解
剖
の
多
く
が
観
臓
の
域
に
と
ど
ま
っ
た
の
に
比
し

て
、
素
狄
ら
の
グ
ル
ー
プ
（
斉
藤
方
策
、
大
矢
尚
斉
ら
）
が
、
形
態
学

的
知
識
か
ら
、
生
理
学
的
な
知
見
の
獲
得
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
こ
と

的
知
識
か
ら
、
生
理
学
的
な
知
見
の
獲
桐

に
対
す
る
評
価
も
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。

彼
、
素
狄
の
残
し
た
『
実
験
記
録
』
，

栄
先
生
の
研
究
（
『
医
潭
』
復
刊
七
号
（
通

一
九
五
五
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
記
載
内
容

そ
の
中
で
「
欧
人
解
体
書
の
図
の
臨
写
」

伏
屋
素
狄
の
『
実
験
記
録
ノ
ー
ト
』

に
つ
い
て

ｕ
実
験
記
録
』
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
三
木

復
刊
七
号
（
通
巻
二
四
号
）
、
三
八
’
四
○
頁
、

そ
の
記
載
内
容
の
解
明
が
な
さ
れ
た
が
、

目
の
図
の
臨
写
」
に
つ
い
て
は
、
〃
何
書
に

三
宅
宏
司

拠
っ
た
か
未
詳
、
将
来
の
検
索
に
俟
つ
〃
と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
（
一
五
一
四
’
一
五
六
四
）
の
『
フ
ァ
ブ
リ

カ
』
（
一
五
四
三
年
）
中
に
、
こ
れ
ら
の
図
の
原
画
と
思
わ
れ
る
も
の

を
多
く
見
た
の
で
、
こ
れ
を
報
告
す
る
。

素
狄
が
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
を
見
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る
。
見
て
い
な
い
と
す
れ
ば
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
中
の
解
剖
図
を
原
画

と
し
た
も
の
が
、
誰
の
解
剖
害
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
ど
れ
が
日
本
に

入
っ
て
来
、
そ
の
ど
れ
を
素
狄
が
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
に
渡
来
し
た
解
剖
害
中
に
の
せ
ら
れ
た
解
剖
図
の
転
載

ル
ー
ト
を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
得
る
た
め
、
お
お
か
た
の
御
教
示

を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

（
大
阪
教
育
大
学
）

150（32）


